
 

第３６回小金井市新型インフルエ

ンザ等対策本部部会会議録 
日 時 

令和２年７月６日（月） 

１０：４０～１１：１０ 
場 所 

Web 会議（各自席

等） 

出 席 者 

西岡市長、住野副市長、大熊教育長、天野企画財政部長、高橋庁舎建設等担当部長、加藤
総務部長、西田市民部長、柿﨑環境部長、中谷福祉保健部長、大澤子ども家庭部長、若藤
都市整備部長、大津学校教育部長、藤本生涯学習部長、北村議会事務局長、梅原企画政策
課長、天野広報秘書課長、宮奈地域安全課長、石原健康課長、穐山地域安全係長、高橋健
康課主事 

付議事項 
1. 緊急対応方針の進捗等について 
2. 各部会からの連絡事項について 
3. その他連絡事項 

資料 
・次第 
・特別定額給付金の申請・給付状況について 
・小金井市内感染者の発生状況 

 
【市長】 
・都知事選挙無事開票ができました。対応ありがとうございました。 
・引き続きコロナ対策に全力をあげていく。 
・感染者連日拡大、引き続き拡大防止策を呼びかける。小金井市 38 名。 
・給付金を１日でも早く市民に入金してほしい。 
  

１ 緊急対応方針の進捗等について 
 ・給付金現在 6,000 件、7 月 14 日までに 15,000 件、7月末日までに 90％の給付率となる見込み。 
  入力作業用ＰＣ２５台＋情シスから 12 台端末を増大し給付手続きのスピードアップを図る。 
 ・市内 38 名、都内連日 100 名以上、は、幅広い年齢で確実に増えている。これから更に増えることを想
定して、各部会で調整を図る。 

 ・緊急対応方針第 3 弾について 
  作成について本部長と進めているが、まだ形になるものはできていない。都交付金・市の一般財源の投
入も考えながら市長の指示のもと、まとまったら、事務局から報告する。 

  
２ 各部からの連絡事項 
 ・「きらり」利用外来者 1 名が感染していることが７月 3 日に判明。保健所に相談したところ、施設への
影響なないと判断され、7 月 6 日以降も通常通り行う。利用者にお知らせの手渡しと利用者 200 名程と関
係機関に郵送通知を行う。議会へは市長から議長へ、厚生文教委員会へは事務局から報告する。 

 【西田部長】 
  事業継続支援給付金は、先週のおおよその数字だが 300～400 件程度の申請で給付済はその約 50％ 
 【市長】 
  市民課の混雑状況は。特に武蔵小金井駅前の新築マンション入居に伴う混み具合は 
 【西田部長】 
  7 月１日で先月比人口 200 名増加。窓口は混雑している状況。駅前関係では、専用に設置した午後の休
日窓口にも多く来庁がある。マイナンバーカード関連の事務処理が通常の 3 倍増えている。 
【加藤部長】 

  電車等の交通機関の利用が無いから、時差出勤しても意味が無いなどの意見があるが、時差出勤を各課
にて最大限活用してほしい。 

  
３ その他連絡事項 
・今後のリモート会議は本日の方式に変更する。 
・寄附金の運用について 

 活用方針は各部会と話し合っていく。 
 【市長】第 2回定例会にて 
・クラウドファンディングの実施に向けて 

 
 
 
 
 

 


